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その地方の工芸 ･美術 ･デザインの発展に深 く寄与してきた｡本論ではドイツでも屈指の美術
工芸博物館であるハンブルク美術工芸博物館 (Museum氏irKunstundGewerbe,Hamburg)に















































日本学研究者の原辰吉 (在職期間1896-1931年､注7)､マックス ･ザウアーラント (Max
Sauerlandt,1905-1908年､ハンブルク美術工芸博物館二代目館長)､リヒヤル ト･シュテッテ








(wilhelmWeimar,1883-1916年)､学術臨時職貝のフリー ドリッヒ ･デネケン (Friedrich
Deneken,1894-1897年､後のクレーフェル ト博物館館長)､東洋学者オットー ･キュンメル
(otoK仏mmel,1901-1903年､後のベルリンの東アジア ｡コレクション長)､エルンス ト｡ツ











































































合計 -･-- --- ----207 30000,-














図4 エルンスト･パルラッハ 《ハンブルク美術工芸博物館創立25周年記念パネル》1902年 ブロンズ
16.3×24.0cm
の新しい志向に合致し､ハンブルク美術工芸博物館の日本美術コレクションはハンブルクの工
芸界に新しい息吹を吹き込むことになった｡例えばオットー ･エツクマンの色刷 り木版画 《あ











示し､高い評価を得た｡｢パ リの部屋｣の壁面にはイギリス ･アーツ ･アンド･クラフツの中
心的メンバー､エ ドワー ド･バーンジョーンズとウイリアム ･モリスのデザインによるゴブラ
ン織 り 《王たちの崇拝》 (右上)とフリーダ ･ハンセンのゴブラン織 り 《天の川》 (左上)が
掛けられ､壁際にはフランス ･アール ･ヌーヴォ-の家具職人ウジェ-ヌ ･ガイヤールのドレ










































注5 ゴットフリー ト･ゼンパー (GotkiedSemper,1803-1879)ドイツの建築家｡ハンブルク
生まれ｡ ドレスデンでツヴインガ-を増築 (1847-54)し､オペラ ･ハウス (1838-41)を建て
た｡1948年の革命でロンドンに亡命｡55年チューリヒで建築学教授 となる｡やがてウィーンに
移 り､美術史美術館 と自然史博物館 (1872-81)､ブルク劇場 (1873-88)を建設｡形式 と素材の
関連を重視する唯物史観に基づ く多数の建築および工芸に関する著作がある｡(『世界美術辞典』
新潮社 昭和60年 831頁)実習生時代に､ザウアーラントはゼンパーの著書について老齢の




注6 サ ミュエル ･ビング (SamuelBing,1838-1905)フランスの美術商｡ハンブルク生まれの


















ラ ･リーネル ト氏 (Dr.UrsulaLienert,元ハンブルク美術工芸博物館日本部門学芸員)にご教
示頂いた｡















兵庫県立近代美術館 『伝統 と現代の意匠-ハンブルクと北方 ドイツの工芸』1985年
AxelvonSaldem,DasMuseumfirKunstundGewerbeHamburg1869-1988,1988.
BeatriceBaumann,MaxSauerlandt-DaskunsthistorischeWirkungsfeldeinesHamburger
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付記
本稿は第49回日本デザイン学会研究発表大会 (平成14年11月24日 和歌山大学)における口
頭発表の内容に加筆修正したものである｡
